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Abst ract  

Purpose :  Th is  s tudy  a imed to  c la r i fy  the  as soc iat ion  w ith  mar i ta l  

re l at ionsh ip  in  the  f i r s t  t r imes ter  and  materna l - fet a l  a t t achment  in  the  

f i r s t  and  the  second t r imester .   

Methods :  An onl ine  quest ionna i re  was  conducted at  two t ime po int s :  the  

f i r s t  t r imes ter  o f  pregnancy  (10 –15 weeks  o f  ges ta t ion)  and second 

t r imester  o f  pregnancy  (20 –24  weeks  o f  ges tat ion)  among  pr imiparous  

women who at tended  prenata l  check - ups  at  four  medica l  inst i tut ions  in   

the  Tokyo  met ropo l i tan  area .  Surveys  were  conducted on mar i t a l  

re l at ionsh ip  in  the  f i r s t  t r imester ,  maternal - fet a l  a t t achment  in  the  f i r s t  

and second t r imester ,  and the  bas ic  at t r ibutes  o f  the  sub ject s .  The mar i ta l  

re l at ionsh ip  was  eva luated  us ing  the  Qua l i t y  Marr iage  Index  (QMI),  and 

the  materna l - fet a l  a t t achment  was  eva luated  us ing  the  Prenata l  

At t achment  Inventory  (PAI) .  Each in  the  f i rs t  and  the  second t r imester ,  

a  mul t ip l e  regress ion  ana lys i s  was  conducted  w ith  confoundi ng  var iab le s  

(age ,  educat ion,  weeks  o f  pregnancy ,  acceptance o f  pregnancy  in  the  f i r s t  

t r imester ,  et c .)  ad justed  to  invest igate  the  assoc ia t ion  with  mar i ta l  

re l at ionsh ips  in  the  f i r s t  t r imester  and  the  maternal - fe ta l  a t t achment .  

Resul t s :  One hundred th i r t y -e ight  anal ys i s  sub ject s  prov ided  va l id  

responses .  The QMI score  in  the  f i rs t  t r imester  showed a  s ign i f icant  



corre l at ion  w ith  the  PAI  score  in  the  f i r s t  t r imes ter  (ρ=  0 .29 ,  p<  0 .01)  

and w ith  the  PAI  score  in  the  second t r imester  (ρ=  0 .28 ,  p<  0 .01) .  Al so ,  

the  resu l t s  o f  mu l t ip le  regress ion analys i s  showed that  the  QMI score  in  

the  f i r s t  t r imester  was  s ign i f icant l y  as soc ia t ion  w ith  the  PAI  score  in  the  

f i r s t  t r imes ter  ( s t andard part ia l  regress ion coe f f i c ient  (β) =  0 .20 ,  

p<0.05)  and w i th  the  PAI  score  in  the  second t r ime ster  (β )  =  0 .17 ,  p<  

0 .05) .  

Conclus ions :  Resu l t s  sugges ted that  a  good mar i t a l  re l at ionsh ip  in  the  

f i r s t  pregnancy  may  enhances  maternal - fet a l  a t t achment  o f  both  the  f i r s t  

and the  second t r imester .  Prev ious  s tudies  have repor ted  that  the  

presence o f  a  husband or  partner  i s  important  as  a  supporter  to  inc rease  

the  materna l - fet a l  a t tachment  in  the  th i rd  t r imester  o f  pregnancy.  I t  was  

thought  that  nurs ing support  tha t  enhances  the  int imacy  o f  mar i t a l  

re l at ionsh ips  f rom f i r s t -pregnancy  to  second-pregnancy  may be necessary .  

Keywords :  maternal ,  f et a l  a t t achment ,  mar i t a l  re l at ionsh ip  

 

 



和文抄録  

目的：妊娠初期の夫婦関係と妊娠初期ならびに妊娠中期の妊婦の胎児への愛着と

の関連を明らかにすることを目的とした .   

方法：首都圏の医療機関４施設において妊婦健康診査に通う初産婦を対象に ,  妊

娠初期(妊娠 10～15 週)および妊娠中期(妊娠 20～24 週)の 2 時点におい Web

アンケートを実施し ,  妊娠初期の夫婦関係 ,  妊娠初期ならびに妊娠中期の胎児へ

の愛着 ,  基本属性等について調査を行った .  夫婦関係は夫婦関係満⾜度（QMI）

を ,  妊婦の胎児への愛着は⺟親の胎児への愛着尺度（PAI）を⽤いて評価した．  

妊娠初期の夫婦関係と妊娠初期ならびに妊娠中期の妊婦の胎児への愛着との関連

について ,  相関分析 ,  および ,  基本属性 ,  妊娠初期の妊娠の受容 ,  妊娠週数等も独

立変数とした重回帰分析を行った .   

結果：138 名から有効回答があった .  妊娠初期の QMI 得点は ,  妊娠初期の PAI

得点（ρ= 0 .29  p< 0 .01）ならびに妊娠中期の PAI 得点(ρ= 0.28  p<  0 .01 )

との間に有意な相関関係を示した .  重回帰分析の結果でも ,  妊娠初期の QMI 得

点は ,  妊娠初期の PAI 得点（標準偏回帰係数（β）= 0 .20 ,  p<  0 .05）ならびに

妊娠中期の PAI 得点(β= 0 .17  ｐ<  0 .0 5)との間に有意な関連が認められた .   

結論：妊娠初期の良好な夫婦関係は，妊娠初期と妊娠中期の双方の時期におい

て，妊婦の胎児への愛着を⾼める可能性があることが示唆された．先行研究では

妊娠末期での妊婦の胎児への愛着を⾼める⽀援者として夫やパートナーの存在が

重要であると報告されていることから，妊娠初期からの妊婦の胎児への愛着を⾼



めるためにも妊娠初期から妊娠中期にかけての夫婦関係の親密性を⾼める看護⽀

援が必要ではないかと考えられた．  

キーワード：妊婦 ,  胎児への愛着 ,  夫婦関係  
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Ⅰ .    緒言  

 ルヴァ・ルービン は ,  女性は妊娠を受容し胎児の存在を意識する中で胎児の愛

着が芽生え ,  自分なりの母親となる自己像を形成していく ことを明らかにしてい

る 1 ) .  また妊婦の胎児への愛着は ,  産後の母親の子どもへの愛着と関連しており 2 ,  

3 ) ,  妊娠期に妊婦の胎児への愛着を高めることは ,  産後の子どもへの愛着に繋がっ

ていく .  妊婦 は胎児へ の愛着 が高い ほど喫煙 や飲酒を 控え ,  バラン スのよい 食 事

や定期的に運動をする などの傾向があり 4 ) ,  出産や育児のことを相談できる友人

がいる 5 ) .  妊婦の胎児への愛着の低さは妊婦の健康習慣と関連し出生児の健康状

態に影響 を与え る 6 ) .  妊婦の胎 児への愛 着の 高さ は良 好な生活 習慣 と相関 し 4 ) ,  

妊婦がセルフケアを高めて胎児への健康を守る適切な行動をするために重要な役

割を果たす .  妊婦がセルフケアを怠 ると胎児の健康を守るための適切な 行動がで

きなくなり ,  胎児へのネグレクトと みなして支援を開始す ることが望ましい こと

が指摘されている ７ ,  8 ) .  さらに ,  妊婦の胎児への愛着は ,  母親役割に 適応するため

の重要な要件である 2 ,  9 ) ,  という認識が高まっていることもあり ,  胎児への愛着

形成に影響する要因を明らかすることが必要である .   

先行研究によると ,  妊婦の胎児への愛着 との関連要因は ,  年齢 1 0 ) ,  収入 1 1 ) ,  教

育歴 1 0 ) ,  妊娠の受容 1 2 ) ,  妊娠週数 1 3 ) ,  妊娠中の抑うつ 1 4 ) ,  胎動の自覚 1 1 ) が報告

されており ,  母親自身 に属する要因 が多 く検 討されてきた .  社会的 要因と妊婦 の

胎児への愛着との関連について 焦点を当てた 研究は少ないが ,  日本では若年妊婦

の胎児への愛着 に関連する社会的要因についての調査があり ,  パートナーを結婚
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相手として希望した程度 ,  妊娠希望の有無 ,  本人ならびに妊娠の受容 は ,  若年妊婦

の胎児への愛着に関連することが 報告されている 1 5 ) .  10 代で妊娠 し出産した女

性たちは ,  若年母であることによる社会からの偏見や烙印を押され 1 6 ) ,  ネガティ

ブな経験をしている傾向にある .  そのため ,  若年妊婦は ,  パートナーや実父母との

関係性が胎児への愛着に関連したと考えられる .   

また近年は ,  核家族化や少子化により ,  女性の社会進出を背景に ,  妊娠や出産お

よび育児は女性一人が担うものではなく ,  妊娠期からの夫の関わりが重要視され

ている 1 7 ) .  特に初産婦は ,  これから母親になって子育てをしていく自分をイメー

ジできない ,  相談できる人が少ない 1 8 ) 傾向にある ことから ,  妊婦にとって最も身

近な夫の存在が重要視されている 1 9 ,  2 0 ) .  乳幼児をもつ親の夫婦関係と養育態度

に関する調査では ,  夫婦間に葛藤や不満があると ,  子どもに対してきびしく ,  非受

容的で冷淡な養育 態度になる傾向がある と示唆されている 2 1 ) .  既に妊娠期から胎

児への養育が始まっていると考えると ,  若年妊婦に限らず 妊娠期の 夫婦関係と妊

婦の胎児への愛着との関連について明らかにすることは ,  現代社会の中で健やか

な子どもを産み育てるために重要である .   

妊娠期は ,  夫婦の絆を築き上げる新婚期から第一子の出生により新しい家族関

係に変化する移行期であり ,  夫婦は家族の発達課題に直面する 2 2 ) .  夫婦関係の問

題は ,  親としての機能不全や児童虐待といった深刻な問題の背景としても注目さ

れている 2 3 ) .  家族の移行理論によると ,  妊娠期の夫婦は親になる意識を発達させ

ながら 親へ と移 行して アイデ ンテ ィテ ィを受 け入れ る準 備を する 2 4 ) と考 えられ
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おり ,  夫婦関 係の親密 性を高めるこ とは妊娠 期における重 要な課題 で ある .  し か

し ,  国内外に おいて ,  妊娠期の夫婦 関係に焦 点を当てた研 究はほと んどされて い

ない .  我が国では 2015 年度より開始された「すこやか親子 21」第 2 次計画にお

い て ,  す べ て の 子 ど も が 健 や か に 育 つ 社 会 の 実 現 を 目 指 し た 国 民 運 動 と し て ,  

2024 年度までに達成すべき重点課題の一つに「妊娠期からの児童虐待防止対策」

が掲げられているように 2 5 ) ,  妊娠期から夫が妊娠や出産を迎える妊婦を具体的に

気づかう関わりや夫婦の親密性を深める関係づくり への支援は ,  産後の子どもの

健やかな成長と家族の健康に向けた国民運動を発展させるうえで広義的な意義が

ある .  

先行研究では ,  妊娠末期の 20 歳未満の若年妊婦の胎児への愛着に関連する要

因にパートナーとの関係が報告されているが ,  多変量解析した研究成果ではない .  

本研究では ,  婚姻して いる初産婦を 対象とし ,  妊婦の胎児 への愛着 に関連する 各

要因も含め ,  妊娠初期の夫婦関係と妊娠初期ならびに妊娠中期の 妊婦の胎児へ愛

着との関連について明らかにすることを目的とする .   

 

Ⅱ .    方法  

１ .  研究対象者  

研究対象者は ,  首都圏の医療機関４施設において 妊婦健康診査に通う妊婦を研

究対象とした .  包含基準は (1)婚姻している者 ,  (2)初産婦 ,  (3)妊娠初期 (妊娠 10

〜15 週)とした .  除外基準は(1)精神疾患の既往がある ,  (2)日本語が読めない者
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とした .   

 

２ .  データ収集  

データ収集期間は 2021 年 12 月から 2022 年 6 月であった .  妊娠初期 (妊娠 10

〜15 週)および妊娠中期(妊娠 20〜24 週)の 2 時点において Web アンケート調

査を実施した .   

 

３ .  用語の操作的定義  

3-1  夫婦関係  

妊娠期の夫 婦関係は ,  精神的に支 え合い優 し さに満ちた 関係性 を も ち ,  夫婦の

親密性を築くこと が重要であると捉えられている 2 6 ) .  親密性とは ,  関係の中で自

分を犠牲にしたり裏切ったりせず ,  相手を変えたり説得しようという要求を抱か

ずに ,  相手のその人らしさを承認し合えることであるといわれている 2 7 ) .  本研究

での夫婦関係とは ,  相互に理解し合い 親密性を深める心理的な結びつき」と定義

し ,「夫婦関係満足尺度」を使用して測定することにした .   

 

3-2  妊婦の胎児への愛着  

妊婦の胎児に対する愛着は ,  妊婦が胎児に対して結びつきを作り相互に作用し

合うことを表すような行動を広く示す概念と定義されて いる 2 8 ) .  本研究では ,妊

婦の胎児への愛着 を ,「胎児に起こることは自分に起こることであると捉え ,  胎



5 

 

児を特別な存在として 意識した思いや行動」と定義し ,「母親の胎児への愛着尺

度」を使用して測定することにした .   

 

４ .  調査項目  

4-1  夫婦関係満足尺度  

妊娠初期の夫婦関係は ,  夫婦関係満足尺度（Qual i ty  Marr iage  Index ,  以下：

QMI と記載する)を用いて測定した .  QMI は Norton 2 9 ） によって開発され ,  諸井

3 0 ) によって日本語に翻訳された .  日本語に翻訳された QMI の Cronbach ’ sα係

数は 0 .92 と信頼性が確認されている 3 0 ) .  QMI は夫婦関係の質を問う 6 項目か

ら構成され 4  段階で(1  が最低 ,  4  が最高)評価される .  QMI 得点が高いほど（最

高 得 点 24 点 ） 夫 婦 関 係 の 親 密 性 を 表 す .  本 研 究 の 独 立 変 数 で あ る 夫 婦 関 係 は

QMI を用いた .   

 

4-2  母親の胎児への愛着尺度  

妊娠初期および妊娠中期の妊婦の胎児への愛着は ,  母親の胎児への愛着尺度

Prenata l  At tachment  Inventory( 以下：PAI と記載する)を用いて 測定した .   

PAI は Mull er 3 1 ) によって開発され ,  辻野ら , 3 2 ) によって日本語に翻訳された .  日

本版の PAI の  Cronbach ’s  α 係数は 0 .89 と信頼性が確認されている 3 2 ) .  PAI

は妊婦の胎児への思いや行動を問う 21 の項目から構成され ,  4  段階（1  が最低 ,  

4  が最高）で評価される .  PAI 得点が高いほど（最高得点 84 点）妊婦の胎児へ
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の強い思いや行動 を表す .  本研究の従属変数 である妊婦の胎児への愛着は PAI

を用いて測定した .   

 

4-3  日本版エジンバラ産後うつ病自己調査票  

Ed inburgh Postnata l  Depress ion Sca le( 以下：EPDS と記載する )は Cox ら

3 3 ) によって ,  産後うつ病のスクリーニングを目的として 開発され ,  岡野ら 3 4 ) によ

って日本語に翻訳され た .  また EPDS は ,  産後うつ病だけでなく ,  妊娠中のうつ

病のスクリーニングについても使用できることが示されている 3 5 ) .  日本語に翻訳

さ れ た EPDS の Cronbach ’ sα 係 数 は 0 .78 と 信 頼 性 が 確 認 さ れ て い る 3 4 ) .  

EDPS は 10 項目で構成され ,  ４段階（０が最低 ,  3 が最高）で評価される .  得点

が高いほど（最高得点 30 点）うつ病傾向であることを表す .   

パートナーからのサポートもしくはパートナーとの親密性がないことが ,  妊娠

期およ び産 褥期 にお け る抑う つの リス クと な る と報 告さ れて お り 3 6 - 3 9 ) ,  抑 うつ

は夫婦関係の関連要因である .  本研究では妊娠中期の抑うつを EPDS 用いて測定

した .   

 

4-4  自記式質問紙  

夫婦関係に関連する要因を ,  年齢 ,  収入 ,  教育歴 ,  妊娠週数と妊娠の受容 4 0 ) ,  胎

動の自覚 4 1 ,  4 2 ) とし ,  自記式質問紙を用いて調査した .  妊娠初期は 年齢 ,  本人の収

入 ,  教育歴 ,  妊娠週数 ,  妊娠の受容 ,  妊娠中期は妊娠週数 ,  胎動の自覚について回
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答を求めた .  年齢および妊娠週数は ,  適切な数値を選択 するように回答を求めた .  

胎動は自覚の 有無につ いて回答を求 めた .  妊 娠の受容につ いては ,  妊娠に対す る

気持ちについて ,  喜びを感じた ,  嬉しかったが戸惑った ,  驚き困ったの 3 項目で回

答を求めた .  先行研究では ,  妊娠に対する気持ちに対して ,  うれしいなどの肯定的

に受け止めている肯定群 ,  戸惑ったあるいは困ったがうれしかったなど肯定 およ

び否定の両方の気持ちを持つ共存群 ,  困ったなど否定的な受け止めをしている否

定群の３群に分類 されていた 1 3 ) ことから ,  本研究も同様に ,  喜びを感じた 者を肯

定群 ,  嬉しかったが戸惑った 者を共存群 ,  驚き困った者を否定群の３群に分けた .  

就労状況はフルタイム 勤務 ,  パートタイム 勤務 ,  自営業 ,  産前休暇中 ,  専業主婦の

い ず れ か を 選 択 す る よ う に 回 答 を 求 め た .  本 人 の 収 入 の 有 無 で 分 析 す る た め に ,  

フルタイム ,  パートタイム ,  自営業 ,  産前休暇中の者を収入有群 ,  専業主婦を収入

無群とし 2 群に分類した .  なおコーディングは ,  収入有群を 1 ,  収入無群を０とし

た .  教育歴は ,  中学校卒業 ,  高校卒業 ,  専門学校卒業 ,  短期大学卒業 ,  4 年生大学卒

業 ,  大学院卒 業のいず れかを選択 す るように 回答を求めた .  分析で は 中学校や 高

校で基礎教育を受けた 者を中等教育群 ,  専門学校や短期大学で専門教育を受けた

者を専門教育群 ,  4 年生大学や大学院で高度な専門教育を受けた者 を高度専門教

育群の 3 群に分類した .   

 

５ .  解析方法  

まず ,  研究対象者の属性について記述統計を算出した .  次に ,  妊娠初期の QMI
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得点 ,  妊娠初期および 妊娠中期の PAI 得点の各変数について ,  Shap i ro-Wi lk を

用いて正規性を確認した .  妊娠初期ならびに妊娠中期の PAI 得点は正規性が認め

られた .  妊娠初期の QMI 得点は正規性が認められなかった .  妊娠初期 PAI と妊

娠中期 PAI の平均得点の比較 検討では ,  各変数の正規性が認められたことからパ

ラメトリック分析法による対応のある t -検定を用いた .  妊娠初期の夫婦関係と 妊

娠初期ならびに 妊娠中期の妊婦の胎児への愛着との相関を調べるにあたり ,  各変

数の正規性が認められなかったことから ,  ノンパラメトリック分析法を用いた .妊

娠初期の QMI 得点と妊娠初期の PAI 得点の相関関係は Spearman の順位相関

係数を用いて 検討した .  次に ,  妊 娠初期の妊 婦の胎児への 愛着の関 連を検証す る

ために ,  妊娠初期の夫婦関係 ,  年齢 ,  本人の収入 ,  教育歴 ,  妊娠初期の妊娠の受容 ,  

妊娠初期の妊娠週数を独立変数として加えた重回帰分析（強制投入法）を行った .  

また ,  妊娠初期の PAI 得点と妊娠中期の PAI 得点の相関関係を Spearman の順

位相関係数を 用いて 検 討した .  さら に ,  妊娠 中期の 妊婦の 胎児への 愛着 の関連 を

検証するために ,  妊娠初期の夫婦関係 ,  年齢 ,  本人の収入 ,  教育歴 ,  妊娠初期の妊

娠の受容 ,  妊娠中期の妊娠週数 ,  妊娠中期の 抑うつ ,  妊娠中期の胎動の自覚を独立

変 数 と し て 加 え た 重 回 帰 分 析 （ 強 制 投 入 法 ） を 行 っ た .  統 計 学 解 析 ソ フ ト は

JMPPro16 .0 を使用した .  有意水準は 5%とした .  

  

６ .  倫理的配慮  

妊婦健康診 査に 来院 し た研究対象 候補者に ,  産科外来の 助産師が 研 究目的 ,  研
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究方法 ,  プラ イバシー の保護 ,  研究 協力は任 意であること を明記し た文書を 事 前

に配布した .  筆者は ,  妊婦健康診査終了時に ,  研究対象候補者に文書を用いて口頭

で説明した .  研究協力 の同意を文書で得た後 ,  研究対象者に ,  Web アンケートの

回答を依頼した .  Web アンケートの QR コードは産科外来の助産師を通じて配布

した .  Web アンケートの回答は無記名とした .  但し ,  妊娠中期の Web アンケート

は ,  研究対象者のメールアドレスに URL を送信するため ,  氏名とメールアドレス

は ID にコード化し連結させ匿名化を図った .  分析においてデータを取り扱う際

には個人が特定されないよう ,  ID を削除して分析を行った .   

本研究は帝京大学医学系研究倫理審査委員会 (参照番号 :帝倫 21-148 号 ,  2021

年 11 月 10 日)により承認を得て実施した .   

 

Ⅲ .    結果  

１ .  研究対象者  

研究参加に同意し回答が得られた研究対象者は 170 名であった .  妊娠初期お

よび妊娠中期の回答が揃った研究対象者は 141 名であった .  そのうち記入漏れを

除 い た 138 名 を 分 析 対 象 と し た .  研 究 対 象 者 の 属 性 を 表 1 に 示 し た .  年 齢 は ,  

31 .1±3 . 8（平均値±標準偏差） 歳で 23 歳から 43 歳の範囲であった .  本人の収

入は ,  収入有群 123 名（89 .  1％） ,  収入無群 15 名（10 .9％）であった .  教育歴

は ,  中等教育群 17 名（12 .3％） ,  専門教育群 41 名（29 .7％） ,  高度専門教育群

80 名（58 .0％）であった .  妊娠初期の妊娠の受容は ,  肯定群 103 名（74.6％） ,  
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共存群 32 名（23 .2％） ,  否定群 3 名（2 .2％）であった .  妊娠週数は ,  妊娠初期

12 .2±1.8 週で 10 週から 15 週の範囲 ,  妊娠中期 21 .5±1 .6 週で 20 週から 24

週の範囲であった .  妊娠中期の日本版 EPDS 得点は ,  5 .5±3 .9 点で 0 点から 17

点の範囲であった .  妊娠中期の胎動の自覚は ,  有群 128 名（93 .0％） ,  無群 10 名

（7 .0％）であった .  妊娠初期の QMI 得点は ,  21 .5±2 .6 点で 14 点から 24 点の

範囲で ,  PAI 得点は ,  妊娠初期 40 .1±10 .2 点で 24 点から 70 点の範囲 ,  妊娠中

期 50 .6±11 .4 点で 29 点から 77 点の範囲であった .   

表１挿入  

 

2 .  妊娠初期 PAI と妊娠中期 PAI の平均得点の比較  

対応のある t -検定の結果 ,  妊娠中期の PAI 得点 50 .6±11 .4 は妊娠初期の得点

40 .1±10 .2 に比較して有意に高かった (ｐ<  0 .01) .  

 

3 .  妊娠初期の QMI 得点と妊娠初期の PAI 得点との関連  

妊娠初期の QMI 得点と妊娠初期の PAI 得点は有意な正の相関を示した (ρ=  

0 .29  p<  0 .01) .  重回帰分析の結果を ,  表 2 に示した .  独立変数間の多重共線性に

ついて  VIF 値は 1 .04〜1 .35 を示した .  独立変数間の VIF 値はすべて 2.0 より小

さいことから多重共線性は認められなかった .  調整済 R 2 =  0 .19 であった .  妊娠初

期の QMI 得点が高い者ほど ,  妊娠初期の PAI 得点が高いことが示された（標準

偏回帰係数（β）= 0 .20  ｐ< 0 .05） .  なお ,  妊娠初期の妊娠の受容 では共存群は
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肯定群 に比 べて 妊娠 初 期の PAI 得点 が有 意 に 低い こと が示 され た （β=  -0 .19 

ｐ< 0 .05） .  

表２挿入  

 

4 .  妊娠初期の QMI 得点と妊娠中期の PAI 得点との関連  

妊娠初期の QMI 得点と妊娠中期の PAI 得点は有意な正の相関関係を示した

(ρ= 0 .28  p< 0 .01) .  重回帰分析の結果を ,  表 3 に示した .  VIF 値は 1.08〜1 .38

を示した ことか ら多 重 共線性は 認めら れな か った .  調 整済 R 2 = 0.19 であ った .   

妊娠初期の QMI 得点が高い者ほど ,  妊娠中期の PAI 得点が高いことが示された

(β=  0.17  ｐ<  0 .05) .  なお ,  年齢が高いほど妊娠中期の PAI 得点が有意に低く

なることが示された (β=-1 .82  ｐ< 0.05) .  教育歴では専門教育群は中等教育群

に比べ妊娠中期の PAI 得点が有意に高いことが示された(β=  0 .18  ｐ< 0 .05) .     

表３挿入  

Ⅳ .    考察  

妊婦の胎児への愛着は受胎後早期から形成されつつあるが ,  胎動の初覚を契機  

としてその度合いが深まり ,  妊娠  20  週以降には比較的安定した状態となる  1 2 ）．  

その 愛 着は 妊 娠の 進 行 によ っ て高 ま るこ と が 先行 研 究に よ り報 告 さ れて お り 1 2 ,  

1 3 ) ,  本 研究でも同様 で あった .  そのほ かに ,  妊娠末期での夫や パー トナーとの関

係性は妊娠末期の妊婦の胎児への愛着に関連することも報告されていた 1 5 ) .  本研

究の重回帰分析の結果は 個人特性や妊娠特性の交絡を調整したうえで ,  妊娠初期
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の良好な夫婦関係は妊娠初期ならびに妊娠中期での妊婦の胎児への愛着を高める

可能性があることを初めて示唆した .  

良好な夫婦関係を築くためには夫婦のコミュニケーションが重要であり ,  夫婦

のコミュニケーションは胎児を受け入れるために必要な家族の役割の変化に影響

を与えることが知られている 4 3 ) .  初めて子どもを持つ夫婦のコミュニケーション

において ,  家 族役割の 変化に適応で きている 夫婦は ,  互い に相手を 肯定する発 言

が多く ,  伝達 されるメ ッセージは明 瞭であり ,  解読の誤り も少なく 円滑なコミ ュ

ニケーション を行って いる .  一方 ,  家族役割 への適応度が 低い夫婦 のコミュニ ケ

ーションは ,  曖昧で矛 盾したメッセ ージを送 る傾向があり ,  夫婦が 互いの役割 を

理解するうえで混乱を招く原因となる 4 4 ) .  よって ,  妊婦が胎児に対する愛着を高

め ,  家族の一 員として 産まれてくる 子どもを 迎える準備を するため にも ,  妊娠 初

期から夫婦間の相互理解を得ながらコミュニケーションを築き ,  夫婦の親密性を

高めることが必要であると考えられた .  

妊婦と胎児の愛着の予測因子に関するメタ分析研究では ,  強い社会的支援を持

つ妊婦は胎児への愛着が高い ことを明らかにしている 4 5 ) ように ,  妊婦にとって夫

は胎児への愛 着を高め る 支援者とし て重要な 存在である .  また ,  親 密な夫婦関 係

は自尊心を強化するのに役立ち ,  結果として妊婦や夫を親として成長させること

ができることが強調されていることから 4 6 ) ,  妊娠初期から良好な夫婦関係を築い

ていくことは妊婦が胎児を意識し胎児への愛着を高めて親になる成長過程に大き

な影響を与える意味で重要である .   
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女 性 は 妊 娠 に よ り 身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 な 側 面 か ら 大 き な 変 化 を も た ら す .

特に妊娠初期は ,  妊娠の受容に伴う妻の精神的な不安や葛藤といった情動への気

づかい ,  つわ りなどの 身体的変化に 対する理 解 ,  妊娠に伴 う妻の仕 事上の変更 へ

の理解など妊 娠経過に 伴う身体的 ,  精神的 ,  社会的変化に 応じた夫 の言動や態 度

が求められる 4 7 ) .  そのため妊婦の最も身近で支援をする助産師は ,  妊娠初期から

夫が妊娠・出産をする妊婦を具体的支援できるような関わりや妊婦と夫との親密

性を深める関係づくりを観点とした看護支援が求められている .  

本研究では ,  妊娠初期の夫婦関係の他に妊娠初期の妊婦の胎児への愛着に関連

を示した要因 に ,  妊娠 初期の妊娠の 受容 が挙 げられた .  妊 娠の受容 が肯定的 な 者

に比べ共存群（嬉しかったが戸惑った）の 者ほど妊娠初期の妊婦の胎児への愛着

が低くなる可能性が示唆された .  母親の胎児への愛着形成に関する 国内調査でも ,  

妊娠初期の妊娠の受容 が肯定的な者ほど妊娠初期の 妊婦の胎児への愛着が高いと

報告されている 1 2 ) .  また ,  母親役割の同一化や妊娠の受容に関する適応が高い 者

ほど妊婦の胎児への愛着 が高いと報告されているように 4 0 ） ,  初めての妊娠を受

容するためには ,  不安やと戸惑い を抱えている 中でも母親となる喜びや期待 が高

まるような看護支援をすることが大切だと考えられる .   

妊娠初期の夫婦関係以外で ,  妊娠中期の 妊婦の胎児への愛着に関連を示した要

因に年齢と教 育歴が挙 げられた .  年 齢では ,  若い妊婦ほど 妊娠中期 の 妊婦の胎 児

への愛着が高くなる可能性が示唆された .  国外調査でも 18 歳〜40 歳の妊婦の年

齢と妊婦の胎児への愛着には負の相関が示さて いた 1 0 ) .  また ,  初産婦の年齢上昇
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に伴い ,  生殖補助医療による妊娠 ,  妊娠高血圧症候群 ,  妊娠糖尿病 および前置胎盤

等の産科合併 症率 ,  帝 王切開の分娩 率が増加 す る 4 8 ) .  生殖 補助医 療 での妊娠は ,  

流産する不安や胎児への回避感情 を抱きやすく ,  妊婦は母親役割への適応が低 い

傾向があり ,  産科合併症の診断を受けた妊婦は不安を抱えていることが多いこと

が報告されている 4 9 ,  5 0 ) .  教育歴では ,  中等教育を受けた者に比べて専門教育（専

門学校・短期大学で教育）を受けた者ほど 妊婦の胎児への愛着が高くなる可能性

が示唆された .  教育水準の低さは ,  妊婦の胎児への愛着との関連のほか ,  妊娠中の

抑うつや不安と関連していることも報告されている 5 1 ,  5 2 ) .  不安を抱える妊婦は ,  

妊娠全期間を通して妊婦の胎児への愛着に負の相関が生じる 1 2 ) ことから ,  妊婦の

年齢や  教育歴を考慮し ,  妊娠経過中に抱きやすい不安に対する精神的側面を看護

支援する必要性が考えられる .  

女 性 は 妊 娠 に よ り 身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 な 側 面 か ら 大 き な 変 化 を も た ら す .

特に妊娠初期は ,  妊娠の受容に伴う妻の精神的な不安や葛藤といった情動 への気

づかい ,  つわ りなどの 身体的変化に 対する理 解 ,  妊娠に伴 う妻の仕 事上の変更 へ

の理解など妊 娠経過に 伴う身体的 ,  精神的 ,  社会的変化に 応じた夫 の言動や態 度

が求められる 4 7 ) .  そのため妊婦の最も身近で支援する助産師は ,  妊娠初期から夫

が妊娠・出産をする妊婦を具体的支援できるような関わりや 妊婦と夫との親密性

を深める関係づくりを観点とした看護支援が求められている .  

本研究には ,  幾つかの 限界がある .  １つ目は ,  首都圏の医療機関 ４施設を対象と

した調査であり大規模調査でないことから ,  結果を一般化することへの制約があ
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る .  また ,  相関係数や標準偏回帰係数の値が 0.3 未満と小さいものも標本規模が

大規模でない ことに由 来していると 考えられ る .  ２つ目は ,  婚姻し た初産婦 を 対

象としたため ,  未婚妊婦とそのパートナー や夫との関係について 言及できなかっ

た .  ３つ目は ,  妊婦の既往歴や妊娠中の健康状態に関する情報がなかったため ,  妊

婦の健康状態等が夫婦関係や胎児への愛着にどのような影響を及ぼすか検討でき

なかった .  今後は大規模調査を実施し ,  経産婦 ,  未婚の妊婦を含めた研究対象者へ

と拡大させ ,  パートナーや夫との関係と妊婦の胎児への愛着 の関連について明ら

かにし ,  より効果的な看護支援を検討する 研究へと発展させていくことが期待さ

れる .   

 

Ⅴ .    結論  

本研究は ,  妊娠初期の夫婦関係と妊娠初期ならびに妊娠中期の妊婦の胎児への

愛着との関連を検討した .  その結果 ,  妊娠初期は妊娠の受容 ,  妊娠中期は妊婦の若

さと教育歴の ほか ,  妊 娠初期の良好 な夫婦関 係 が ,  妊娠初 期ならび に 妊娠中期 の

双方の時期において ,  妊婦の胎児への愛着 を高める可能性がある ことが示唆され

た .  
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表１　研究対象者の属性 　　　　　　n=138

Ｍean±SD   n(％)

31.1±3.8

本人の収入

収入有群a) 123(89.1%)

収入無群b)  15(10.9%)

教育歴

中等教育群（中学卒業・高校卒業） 17(12.3%)

専門教育群（専門学校卒業・短期大学卒業） 41(29.7%)

高度専門教育群（4年生大学卒業・大学院卒業） 80(58.0%)

妊娠初期の妊娠の受容

肯定群（喜びを感じた） 103(74.6%)

共存群（嬉しかったが戸惑った） 　32(23.2％)

否定群（驚き困った） 　3(2.2％)

妊娠初期の妊娠週数 12.2±1.8

妊娠中期の妊娠週数 21.5±1.6

5.5±3.9

有 128(93.0%)

無 10(7.0%)

妊娠初期のQMI得点 21.5±2.6

妊娠初期のPAI得点 40.1±10.2

妊娠中期のPAI得点 50.6±11.4

a)フルタイム, パートタイム, 自営業, 産前休暇中

b)専業主婦

変数

妊娠中期の日本版EPDS得点

年齢

妊娠中期の胎動の自覚



表２  妊娠初期のPAI得点と関連する因子　　 　n=138

   偏回帰係数（B） 標準誤差 　標準偏回帰係数（β） p値 VIF値

妊娠初期のQMI得点 0.77 0.34 0.20 0.02＊ 1.18

年齢 -0.40 0.22 -0.15 0.07 1.10

本人の収入 -1.91 2.66 -0.06 0.47 1.07

教育歴 専門教育群  vs 中等教育群 2.52 2.73 0.08 0.36 1.25

教育歴 高度専門教育群 vs 専門教育群 -1.65 1.89 -0.08 0.38 1.35

妊娠初期の妊娠の受容 共存群 vs 肯定群 -4.33 2.04 -0.19 0.04＊ 1.22

妊娠初期の妊娠の受容 否定群 vs 共存群 -8.91 5.95 -0.13 0.14 1.17

妊娠初期の妊娠週数 0.64 0.45 0.11 0.16 1.04

重回帰分析（強制投入法） p<0.05



表３　妊娠中期のPAI得点と関連する因子　　 　n=138

偏回帰係数（B）    標準誤差 標準偏回帰係数（β） p値 VIF値

妊娠初期のQMI得点 0.76 0.38 0.17 0.04 ＊ 1.25

年齢 -0.54 0.25 -1.82 0.02 ＊ 1.13

本人の収入 2.41 2.94 0.07 0.41 1.10

教育歴 専門教育群  vs 中等教育群 6.43 3.01 0.18 0.03＊ 1.29

教育歴 高度専門教育群 vs 専門教育群 -3.26 2.07 -0.14 0.12 1.38

妊娠初期の妊娠の受容 共存群 vs 肯定群 -3.44 2.28 -0.13 0.13 1.30

妊娠初期の妊娠の受容 否定群 vs 共存群 -8.57 6.73 -0.11 0.21 1.27

妊娠中期の妊娠週数 1.07 0.57 0.15 0.06 1.08

妊娠中期の日本版EPDS得点 0.33 0.24 0.12 0.16 1.14

妊娠中期の胎動の自覚 4.11 3.87 0.09 0.28 1.33

重回帰分析（強制投入法） p<0.05
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